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?移∵がスタぢ 婇 そ ?移∵平和 ㎈　上杉　勇司 D p`哊鎡 x?/∵ßESßGI釈 Y溂一移 　純いほ広島太 駽 鄘�（平和 翆晦 嘿醪暁逸 借 鼲俐 を確油すｑぞ 鼲/十九
通称?移∵）が油ち上がよ婇 せ。本事 の始動燓椚
念 喀010年 月主9日ほ広島太 翆 35 嘿桺筲Ē ンング・セレɺ 銿解催されま ∫8 ぢ 藴十九広島太 駽 鄘Ø 懢 翆 嘿と” Ćむ 、広島太 翆 ┗ 当理事 拱鴉 翆 鵠 𨨩𨨩 あｑ（JICA）の末Ν満上級Η議役、日本貿鏱 ヹ経済研/皧 ンÊe̊憤メe̊急‡Iも 三郎理事 国連 /穐10瞬⇒“ぐて拾）ヤ跬ɢ➡優喎 レ胗裒ンダぢ四 長が挨拶燓 傅婇 そ 　旬の栗、広島太 杓Ñ 斳援の外川昌彦事務局長と\、3年 ほお拱佺 翆 ぐ 膐て跂明 ま ∫。本事 は太音危 鼲偖 、平和 築ワぢ 貤ǚ鱓ベ、平和 B ㇾゅ の3本柱ほ分かぇ、現鏊主導性燓 メ ど優 揀の切れ目翆ない支 奭 亻’ 杓 ▔ 36け俑 3 し∫。さらほ外川事 局長は、旬の∫巸翆 誩郅 咑鼲に「実務」‡「教育研/ツチ 鵠棶 𡉕ă 匟ㇷ゚ 摘瞬、国内外の実務機に本事 の重蠎性燓 9。教育研/島太 瓜、どこま 遮 齃ﾈ な者の推進力ほなれｑ違 翆 奭 臋 遮 もほ、連 ぴĒ 鋆 2 鋀ㇻみ — T 3 し∫8　述れゴ 抒、JICA中国国際センタぢ 湲 隣 桰、実務機て♪抱負ゴ 卋、最栗类 鼲傚 馭秀雄研/撨 耂き憤。坦 >飱 、本事 が本研/撨翆嬀 邪飇 鼲傚 学研/醼ヅ鞢ひ

など広島太 翆 翆 瓜 遵や 遵や傅危吳メ 重蠎性燓 姿檞婇 そ　なお幎HiPeC事 局ほと、本事 の専任‡瞬３別で ミ研/懢、香川めぐみ = 、梶原千恵子研/ ヤ 、雲津なつみ A j % '40劒T 9×こ‡恕なりま ∫8　Hir畊伽位移云χ/小n假ver畚假t蛎/奨ar畩n俯r畚偃ip 奨r畊一ыЬ /儒 叠 Peac規b畤ildin倆 and Capac軌t蛎/D俯velo猿云ы穎火/(HiPeC-II) ha畚丿b甎en丿獣a畤nc起ed丿集技 獣a畚技.丿繍  什畊云云ы云 呞梣桰泂9柔t価/獣a畤nc起,丿祝he o猿ы穎移穎絢/c規rem偽穎蛎/wa畚丿c偽穎м迦Ь ым/on丿29 June丿2010 a技 the Hir畊伽位移云χ/小n假ver畚假t蛎)/将he 授規rem偽穎蛎/淑技ar畩ed丿with the o猿ы穎移穎絢/淑技atem規n傅 醜畸 奨r畊穐ы伽伽厭呞9嘗伽χ云 床畊伽位移лχñ/樹ir甎c技o屋 o穐/HiPeC 綬x甎c擬tive C畊云云移火桰泂泂輩9儒 膐膐ユ '87丼b畸 rem季r甬伽謝fr畊云/the repres規n技atives o穐/the par畩n俯r猗o屋絢ψ 移赫χ火移厭鐺廌遑謝Pr畊穐ы伽伽厭呞9床a畚傴o謝床a畄季ne亟丿臭ice Pres軌den傅 o穐/the謝Hir畊伽位移云χ/小n假ver畚假t蛎┗/Mit価迦屋 S傴em偽屋 ñ/終規n軌o屋 宵猿ыЬ χ窺謝Adviso屋 銃穐/Japan丿周n技ernatio穎χ窺/C畊厭'87泂呞梣桰𩗏ヤ 丼Agenc祇謝(JICA); 繍 t価迦伽χН迦屋 /収a畸a畚偃i,丿綬x甎c擬tive 臭ice Pres軌den傅,謝In戯tit擬te謝銃穐/D俯velo猿移穎絢/綬c偽穎厭霢𩗏泂廌9(ID侏)-JE繍 嘗ñ/呪nd謝Alex呪nd俯r猗A. M規j軌a,丿収e呪d丿銃穐/祝he 小n假ted丿愁atio穎伽/周n戯tit擬te謝儒 呞B急呞梣𩗏鐺𩗏鐺䐈B驎赧𢭆B\泂弆泂极哠𡈁謜9者 ユーロン急驎\榛9済𩗏哠ユキ゚ ㎈凾ffice.　Af技er these rem季r甬伽ñ/収iPeC’s S規cretar畸 Gener集騎,謝M季sahik偽 繍 ga畫a默丿叔res規n技ed丿集 従ener集騎 銃ver畧ie畫 銃f 祝his three-y規ar猗pr畊一 Ь火)/収e 綬x叔l集軌n俯d丿tha技 the pr畊一 Ь火/would丿b甎 d假畧ided丿軌n傅o/ 位屋ыы/'87𩗏膐臶梣哠彠遑9者孅榛9'87泂极囅泂鍥甶𩗏膐𢭆𩗏鐺䐈B叠泂弆泂极哠𡈁謜泂廌琶9(2) peaceb傴ild假n倆 wor甬伽位厭'87彠韃9And丿(3) peaceb傴ild假n倆謝res規ar甅起 pr畊一 Ь火伽ñ/throug起 whic起 it甘is甘a軌m規d丿to e戯tab偐i伽位/集 s規am騎e戯s a軌d s祇戯tem甘_ 呞9peaceb傴ild假n倆 tha技 is b集戯ed o穎/柔n俾假genous 柔n假tiatives. 収e 什偽穎珂移穎迦ыл/祝o 叔偽移穎火/銃ut 祝ha技 柔n丿銃r甌er to realize s傴c起 An 銃М匽泂囅桰𩗏腡泂輩9周t甘周s n俯ce戯sar畸 tha技謝“叔ractice” And丿“充duc季tio穎9屋ы伽 χ憶 2 淑ho迦窺м/醜甎 縦季r畆甞ed in丿祝he c季p呪c周t祇 d俯velo猿云 穎火/_ 呞9叔eaceb傴ild假n倆.丿収e also em儀ha戯周z規d丿祝he 淑假gn假ficance 銃f 祝his 叔r畊一 Ь火/淑偃o迦窺м/獣ie 柔n丿it戯 p偽火ы穎珂移χ /to pr畊云 桰泂廌9c偽窺窺 厭屋 移厭鐺9between謝im儀lem規n傅倡技io穎/a従enc假es and丿res規ar甅起 周n傚titutio穎伽)謝S傴c紀e戯s 銃f 祝his pr畊一 Ь火/would丿b甎 depended丿銃n 祝he ab假lit祇 of the Hiroshim季 Univer戯周t祇 tha技 Is prim季r假ly an謝educ季tio穎9屋ы伽 χ憶 /周n傚titute to ser欺e a戯謝a甘vehic騎e _ 叠謝peace m季k移穎絢/a戯謝well謝a戯謝a甘c騎ose甘c偽oper集技io穎/fr畊云 the謝par畩n俯r戯収ip 偽屋 χ盈移赫 移厭鐺廌輩9謜泂9极哠䐈甶泂扳薬　I穎/res儀偽盈伽ы to the pres規n傅倡技io穎ð Kun假ak移/Na従a傅倡観謝Director謝Gener集騎謝銃穐 JIぐて C偃u甕ok迦 In傅er重倡技io穎χ 授規n傅俯r, expres戯規d His Expecta技io穎伽/towa傀甌s the pro一 Ь火/fr畊云 a謝per淑儀規ctive 銃穐 呪n 周m儀lem規n傅假n倆 呪genc傳. 洲ro穐ы伽 屋 収ideo謝
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Ikeda, the Dean of the IDEC, concluded the opening 
ceremony by underlining the importance of joint efforts 
of relevant organizations in the Hiroshima University 
such as the Graduate School of Social Science, Institute 
for Peace Science and others.
　Upon the launch of this project, four full-time staff 
members joined the HiPeC secretariat: Yusuke Bessho 
(Research Fellow), Megumi Kagawa (Research Fellow), 
Chieko Kajiwara (Research Assistant) and Natsumi 
Kumozu (Research Assistant).

平成篪篪年度

「 低 炭 素 社 会 設 計 す 冤 環 リ ぐ ダ ぐ 育 成 」
の

実 施 梴 要 と ル ギ ぐ 度 利 用 グ ル ぐ プ の 橤 動 矻厭𩗏泂ン赧桰ユ#ユク゚ヤ##ヤ㈫ク゚ヤヤn#╳均┻●n“伎l穇_χ渦盈介移牡盈𢛳ы閤火χ渦ы景лыもげ篰л迦穴景火移厭盈篰牡絢厭柼霢柼ミラ砙eC梏gnёng‚秂箛碝ow¿‡‒r_厭盈篰厭Э崱ы火蛎2梓磦r穇goχ𢛳湖盈л篰位ы弧伎r穇up楫穇a梓礥ise‚礐se‚穇a梓砉iom‒sC楫磺eC檮urc档C楫𥄢礥UBA)擿棓ゾ秈
急砙e@‒rtmét‚穇a梓砙eFe‰opmét‚𥖧ec梟́ol穇gy碻AKAGO磾H碊,箛碻obu…‒zu　本年度。こＲ人
髆 は 本 格 的 な プ ロ グ ラ ム Ｒ 展 屋 榆 暁 桺 E̊ 悗 翆
闞 、髆字的には多くない。引き続き、侷蚨ほ、ォ

ロぐ琰鱓ベ蚨ほ蚨ほ
コ ア カ リ ェ ュ ラ ム も 前 年 填 遵 圡 。 コ ア カ リ ェ ュ ラ ム
Ｒ 各 科 目 Ｋ 倜 、 プ ロ グ ラ ム 登 録 蛇 瓦 榆 弇 謜
が 聴 講 し て お り 、 本 プ ロ グ ラ ム が A 譭 2 s Ś く゚
Ｎ 存 在 Ｒ 一 つ に な っ て い 。 プ ロ グ ラ ム
Ｏ 在 籍 中 Ｒ 修 士 及 び 博 士 学 生 Ｒ 研 究 上 Ｒ 向 上 も 著 し い 。 プ
ログラム全体Ｋ倜、瘹—]鮎卩よ冩け゚け゚7
A 詧 區 表 簃 籅 种 臊 芨 読 付 丮 籅 种 𥝱 査 読 な し 簃 篖 种 臗 、 込
会 等 八 3 丸 件 𪆐 り 、 𩷛 果 が 上 が っ て い 。 ま
た 、 本 年 Ｋ 旈 算 枯 回 目 Ｌ な ｑ 冤 ぐ 胗 豳 ǘ 鱓 ベ 瓜 譍
𠝏ンド
　 エ ネ ル ギ ぐ 艆 ゟ ほ 吚 Ⅴ 龖 ġ ● 、 東 修 准 瓜 圡 ュ 姿 檞 竱 遵 圡 吳 ノ 。 こ れ Ｋ 、
エ ネ ル ギ ぐ E̊ 芛 榆 暁 桺 悗 瓜 柙 檞 圡 。
ㇺ 月 楞 籗 ¿ ̇ 篪 日 に は 名 古 屋 Ｋ 耬 わ れ た 苽 都 市 Ｒ 生 物 多 揚 性 Ｌ 設 碝 に 関 す ｑ 冤 議 」 Ｋ 「 ア ジ ア に お け ｑ 俎 き
計 」 Ｌ 題 し た シ ン ポ ジ ュ ウ ム が ヤ 姿 檞 、 プ レ ナ リ ― Ｋ 篚
件 、 豳 ヅ Ę 跬 ɸ 睽 ɭ ゾ 籅 件 、 Ę 辶 鞢 り ㎈ 篚 件 、 ペ
Ｒ 成 果 八 瓜 悗 姿 檞 圡 。 ま た 、 9 月 挈 韓 < ╳ Ď �
回 東 ア ジ ア 生 態 学 連 合 柃 議 Ｋ 倜 「 ア ジ ア に お け ｑ
会 Ｒ 屋 愠 颼 桻 ▔ 1 や き 、 こ
韁 豳 ヅ Ę 跬 ɸ 睽 ɭ ヂ ẽ ɮ 含 め て 合 碝 ７ 件 韁 ɮ ミ
予 定 さ れ て い 軍 独 郡
産 業 技 術 総 合 窐 究 所 と Ｒ バ イ オ マ ス 共 填 、 ま
伷 本 学 バ イ オ マ ス 研 究
侅 い
　 I 稸  技 h i s / 季 i s Э 埽 / 祇 秖 桎 穜 ,  技 h e / 季 i r s 火 / 戯 e 塊 憒 / 戯 t u 桙 秖 梃 t s / 紀 o 䅣 p 圏 ㇴ 稼 姍 /
技 h e / 䅣 a 穟 稼 擿

’s / 穖 拳 o 𥞩 拳 a 䅣 . / 砍 o 䅣 p 血 穜 e 桙  穧 o 皠 穧 h e / 秖 穟 稼 Б 姍  秖 梃 r o 稛 圏 ㇴ ы 9 稸 u 梛 b 秖 梵 s ô 穧 h i s / 秂 i g 権 穜 e 曉 䅏 s / 穟 稼 / 稛 o 窂 け゚ 𥞴 o 窂 ㇴ 塊 擿 / 秂 s / 秂  
亀e桾稛y/䅏ni稼姍9穖券o稸ㇴы叠𩗏赧䐈丼穖拳o𥞩拳a䅣,/窂e/秂re/穟秂穧䅏sχ移ь姍9窂i稼/
技 h i s / 秂 Э 𡶜 移 ь 柛 惙 憒 火 ) 9 磕 梃  穧 o 穖 繰 穇 χ / 穧 h e / 䅣 a 穟 稼 擿’s / 穖 拳 o 𥞩 拳 a 䅣 , 皠 穧 h e  砬桙過奆奄Б/砍o穪梵sы八9穧he/硇o稛圏ㇽ窂ㇳ穪梹け゚砍o穪梵sы9秂稸桙/穧he/磾𥞴o穜t-
技 e 屋 云 9 砍 o 穪 梵 s ы 9 窂 e 屋 ы 9 穟 過 奆 ы 廌 廥 秌 o 稸 桙 過 奆 姍 薬 9 T h e / 秌 o 穜 e  
紀 穪 梵 r i c 過 忇 過 𢛳 / 䅏 n t r o 种 過 奆 姍 / 䅏 n  穧 h e / 穖 拳 e 梍 䅏 o 穪 梠 / 窐 秖 桎 穜  窂 a s / 秂 𥞩 血 䅏 n  
軌 䅣 p 圏 ㇴ 餌 憒 火 ь 姍 / 穧 h i s / 窐 秖 桎 穜 . / 碊 n  秖 塊 擿 蛎 9 穟 過 墏 稲 𡗗 桰 琶 丼 穟 厭 麄 涑 9 穪 梃 i 火  
季 Э 摝 崱 伽 飇 抺 旭 丼 秂 p p 圏 ㇸ 栫 秂 稸 t s / 穵 o 稛 権 梃 t a r i 條 y / 秂 穧 穧 e 梃 桙 ь 姍 / 穧 h e / 稛 秖 栫 火 俄 ь 斿  
稀e梠i桙e梠 技he/宜e桿i伽殣涑吡ミ丼戯tu桙秖梃tsð/徽秖梛穇稸梠tr血穧䅏ng/技ha穧皠技his/
儀拳o𥞩拳a䅣 䅏s/穜e桿ardь姍/秂穧穧ra秌稼ㇵ秂稸桙/䅏mp建穜ta稸t./𥖧he屋ь孒奄ы9
軌稼ha穟皠be栫厭麄涑9o稸ㇴ/o䅈/the/i稸桙移廫楹宄┷頑丼a秌稼殣鬽澟愱9o䅈/ID砬杼/
翰 G 拳 a 种 u 桎 穧 秖 曉 磾 秌 h o 穇 稛 繰 秂 o 穜  碊 n t 秖 梵 盈 奄 Б / 砙 秖 梍 秖 條 o 穖 堅 秖 梃 t  秂 稸 桙  
頑 o 穇 薗 擿 奄 Ş 薬 9 T h e / 穙 穪 桎 稛 ㇸ 稼 9 穇 χ / 穜 e 梠 e 桎 穜 c h  秂 Э 晻 殣 鬽 澟 廌  
紀 穇 稸 桙 過 奆 姍 9 秇 y / 䅣 a 穟 稼 擿’s / 秂 稸 桙 / 穧 h e / 种 o 秌 火 円 擿 9 穟 火 過 𡜆 憒 火 伽 9 窂 h o  h a 穵 秖 / b e 档 梃  r e 桿 i 伽 殣 涑 吡 ミ 丼 i 梃  t h e / 儀 拳 o 𥞩 拳 a 䅣  h a 穟 皠 a 稛 コ 厭 9 戯 h o 窂 梃  a 皠 h i 桿 h / 种 e 桿 r e 档 曉 穇 χ / 䅏 m p 拳 o 穵 秖 梛 秖 梃 t s 䀹 曉 皠 𥖧 h e / 䅈 o 稛 圏 ㇽ 窂 ㇸ n g 伽 9 秂 穜 e  

技 a n g 移 Р ㇵ 穇 俄 𡗗 ヤ け゚ 穇 χ / 穧 h e / 𥈞 - 研 秖 桎 穜  穖 拳 o 𥞩 拳 a 䅣  穖 倹 梵 移 奄 嫄 9 睼 ブ  
儀 血 穖 倹 梵 伽 9 䅏 n  穧 h e / 穖 血 穟 稼 穧 w ㇽ / 窐 秖 桎 穜 s / 秇 e 梏 n g / 穖 権 b 稛 䅏 s 夷 姍 9 䅏 n  䅣 a 稊 穇 穜  
輝 穇 穪 梵 盈 伽 9 窂 i 穧 h  穖 倹 档 梵 / 穜 e 梍 䅏 ь 桅 ð 9 𥉌 ν  穖 拳 o 秌 倹 档 桙 移 赧 䐢 け゚ 穖 拳 e 梠 倹 梃 t 秖 桙 / 秂 穧 皠
軌nt秖梵盈奄Б/紀穇稸桷秖梵e梃栫秖梠/翰6 儀血穖倹梵伽9犠i穧h 儀倹档梵/穜e梍䅏ь桅/季稸桙/
陥 η / 穖 血 穖 倹 梵 伽 9 窂 i 穧 h o 俄 ㇵ 穖 倹 档 梵 / 穜 e 梍 䅏 ь 桅 ¹ ð 9 睼 ゲ / 穖 拳 o 秌 倹 档 桙 移 赧 䐢 け゚ 秂 穧  
徽o䅣秖梠稼9紀穇稸桷秖梵e梃栫秖梠ð9季稸桙/技he/亀権m秇e梵/軌s/季稛稛け゚軌n 季稛稛け゚偽稸曉技he/
軌穎奆ь㙊斿ɓㇵ贋穟皠季皠亀ㇴ涯ㇵ戯稼𢭆琶丼技he/軌nt秖梵盈奄Б/犠穇穜k戯ho穖け゚犠秂穟皠
偽穜g季稸梏z秖桙/血穧皠畦o𥞩建穜 渓健拳i秌過忇稼擿爕衅9劇稸梏v秖梵si稼八9茎ndo稸ㇴ伽移爕9i梃 
技he/穖倹梵移奄ㇵ䁘技h-啓睼火位/磾秖梹稼/𥖧he/䅏nt秖梵盈奄Б/窂穇穜k戯ho穖け゚窂秂穟皠
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also held last year, and this will be the second round.
　The Group of the Wise Use of Biomass Resources has 
freshly invited Associate Professor Osamu Higashi to join 
the project. Such powerful talent is essential to move 
towards the solution of energy problems. From May 18 to 
22, the International Conference of Urban Biodiversity 
and Design was organized, and the symposium entitled 
Designing Low Carbon Societies in Asia was adopted. 
The outcomes were the total of 8 presentations including 
1 poster session, 6 symposium and 1 plenary session. In 
addition, the symposium entitled Development of Low 
Carbon Societies in Asia is being adopted at the 4th 
EAFES International Congress held in South Korea in 
September, and the publication of 7 articles is scheduled. 
Joint research on biomass resources with National 
Institute of Advanced Industrial Science and Technology 
which relocated to Higashi-Hiroshima City in March this 
year is also launched, and frequent information 
exchanges with the Biomass Research Center of 
Hiroshima University are ongoing.

【基盤研究（A）（一般）】“市民生活行動学の構築
による部門横断型まちづくりのための

政策意思決定方法論の開発”がスタートしました．
【Grants-in-Aid for Scientifi c Research (A) 】“Development 
of Policy Decision Making Methodologies to Support 
the Cross-Sector Urban Planning and Management by 
Establishing a Citizen Life Behavior Theory”has started.

開発技術講座　張　峻屹
Department of Development Technology

 ZHANG, Junyi

　本研究では、まちづくり政策の方法論を市民生活の視点
から新たに開発しようとしており、平成22年度にスタート
し、平成25年度までの実施を予定している。共同研究者と
して学内から7名（うち，IDEC から3名：金子慎治教授、
久保田徹准教授、藤原章正教授），学外から2名が参加し、
張峻屹准教授を代表研究者とした計10人の体制で研究を進
めている。本研究概要を以下のとおり紹介したい。
　地方分権が進む中、縦割り行政の弊害がまちづくり分野
においても顕著に現れており、将来の市民生活に今以上の
不安を残さないため、行政組織間の境界を横断する政策

（部門横断型政策）が求められている。一方、市民生活行
動（労働、居住、移動、子育て・介護、教育、買物、余暇
や観光など）は短期や長期的な時間スケールにおいて意思
決定され、個人や世帯のニーズを反映し、多様な文脈、限
られた時間的・金銭的制約の影響を受け、ソーシャルネッ
トワークとの関係のなかで、いろいろな場所で行われる。
今まで、交通行動学、生活科学、家政学、環境行動学、健
康行動学、人間生活環境学、観光行動学など、市民生活を
断片的に捉える学問はあるが、それを一体的に捉える学問
がない。そこで、本研究では、「市民生活行動学」を構築

し、部門横断型まちづくり政策のための意思決定方法論を
開発することを研究目的とする。市民生活行動学は、人々
が都市生活を営む上で必要な活動のすべてを扱おうとする
のではなく、その主な部分を体系的に扱おうとする学際性
の高い学問である。実際、既存の市民生活行動関連領域の
知見を活かしつつ、社会心理学、行動経済学と実験経済学、
複雑系科学、高度な計量経済学やデータフュージョン法な
どを駆使し、多面性を有する市民生活行動の調査・解析・
評価手法を新たに開発する。さらに、低炭素型まちづくり、
交通弱者モビリティ支援、都市観光促進、都心活性化、都
市ガバナンスなどを対象に、「市民生活行動学」の知見を
活かした部門横断型まちづくり政策を実現するための提言
を試みる。低炭素型政策を研究対象のひとつとしており、
GELs プログラムと連携して研究を遂行する。なお、研究
成果が国際協力の分野にも適用可能であると考える。
　This study attempts to develop some innovative 
methodologies for supporting urban planning and 
management policies from the perspective of citizen life. 
It already started in April 2010 and will be ended in 
March 2014. In total, including the principal researcher 
Assoc. Prof. J. Zhang, 10 researchers (9 collaborative 
researchers, among which 3 comes from IDEC (Prof. S. 
Kanako, Assoc. Prof. T. Kubota, and Prof. A. Fujiwara) 
are involved. The study is summarized below.
　With the progress of decentralization of power in 
Japan, the bad effects of the vertically-structured 
administration on citizen life has become more and more 
remarkable in the field of urban planning and 
management. In order not to leave further uneasiness or 
insecurity for future citizen life, the cross-sector 
approach is required. Citizen life, such as work, 
residence, travel, child care and nursing care, education, 
shopping, leisure and tourism activities, is usually 
decided over either long-term or short-term period under 
various contexts with the consideration of the needs of 
households and their members. It is performed at various 
different places under the influence of social network and 
the limited time and monetary constraints. To date, 
several types of theories have been developed to deal 
with a certain part of citizen life, such as travel behavior 
theory, life science, home economics, environmental 
behavior theory, health behaviour theory, human life 
environment theory, and tourism behavior theory; 
however, no theory has been proposed to cover the whole 
citizen life in an integrated way. Therefore, this study 
attempts to establish an innovative theory, called “citizen 
life behavior theory”, and with this new theory, it is 
further aimed at developing some better methodologies 
for supporting the cross-sector urban planning and 
management policies. “Citizen life behaviour theory” will 
be established as an inter-disciplinary theory, attempting 
to cover the major aspects of citizen life, but not all the 
aspects. Concretely speaking, this study will make full 
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use of the knowledge of existing theories related to 
citizen life and the knowledge of neighboring fields such 
as social psychology, behavioral economics, experimental 
economics, complexity science, advanced econometrics, 
advanced survey and data fusion theory. With these 
knowledge sets, this study will newly develop survey, 
analysis, and evaluation methods for the citizen life 
behavior with multiple dimensions. Furthermore, the 
policies targeted in this study will include low-carbon 
urban p lanning and management ,  mobi l i ty  o f 
transportation-poor, urban tourism, regeneration of urban 
centers, and urban governance. Since low-carbon policy 
is one of the targeted policies, this study will be 
conducted under the close collaboration with the GELs 
program. Note that the expected research findings 
could be also applicable to the field of international 
cooperation.
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研究室訪問 Laboratory Series

 小松正昭　研究室
Laboratory of Masaaki KOMATSU

　われわれの研究室では ､主として発展途上国のマクロ経済
政策 ､ 特に経済発展と金融の問題を研究してきました。学生
たちの主な研究テーマは、金融・財政政策、金融部門の安定
と発展、為替政策と国際収支、国際金融危機などです。
　研究指導を進める上で特に注意を払っている点は、経済
学の枠組みを身につけるとともに、途上国経済の真の現実
に基づいて分析を行うことです。経済学では理論的整合性
を高めるためにいくつかの重要な前提をおいていますが、
それは必ずしも途上国の現実と一致しません。発展途上国
の現実を見ると、市場は未発達であり完全ではありません。
特に金融市場では情報の非対称性 ､ 不完全性が甚だしく大
きく、そのような前提を抜きにして分析を進めることには ､
大きな問題があります。
　将来 ､ わたしの学生たちが各国の直面する真の現実を見
つめ、自ら政策課題を見いだし、それに対する正しい政策処
方箋を自ら描けるようになってくれることを願っています。
　Our research focuses on macroeconomic policy issues 
especially on monetary and financial sector policies in 
developing countries. The students’ thesis topics include 
monetary and fiscal policy, financial sector stability and 
development, balance of payments and exchange rate 
policies and international financial crisis. 
　I often remind students that the research must be 
based on real economic condition in developing countries 
as well as economic theory. Economic theory assumes 
many important assumptions which may not be 
applicable to developing countries. Markets are not well 
developed and market mechanism does not often work 
perfectly in developing countries. Simplistic approach to 
apply theories without considering critical differences in 
developing countries is misleading and even dangerous. 
In the future, I hope our students will be able to identify 
their economic issues and prescribe appropriate policies 
based on the real economic condition.
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演題 Title: 
Inflation Dynamics in Indonesia: Equilibrium Correction 
and Forward Looking Phillips Curve Approaches
日時 Date: March 19, 2010
In the seminar, Prof. Insukindro presented a paper on 
inflation dynamics in Indonesia with his empirical 
econometric study results based on equilibrium 
correction and forward looking Phi l l ips curve 
approaches. He emphasized inflation in Indonesia is 
distinctive compare to other Asian countries in terms of 
the involvement of numerous contributing factors and 
the behavior of agents in the economy or their 
expectations. It was a good opportunity for students from 
Indonesia and other countries to get first hand 
knowledge from a researcher and advisor to the 
government in the issue of macroeconomics.
  (Coordinator: Yoshi Takahashi)

The 192nd IDEC Asia Seminar
講師 Speaker: 
Yogesh Mishra (Visiting Associate Professor ASAFAS, 
Kyoto University & Hans Rausing Scholar, Imperial 
College London)
演題 Title: 
Intermediate Government and Social Binding: What the 
Newars can Teach Us
日時 Date: April 22, 2010
The nature and scope of various institutions that mediate 
power in a Society was discussed in this seminar 
focusing Intermediate Government and Social Binding 
among the Newars of the Nepal Valley. Perennially urban 
in their outlook and under the monarchical rule for most 
of their history, the Newars of the Nepal Valley have 
developed elaborate functional complexes to engage with 
the wider world. These complexes not only coordinate 
public actions of many individuals, they also weather 
arbitrary exercise of power by the elites. These 
complexes are actualizations of a principle that govern 
and protect the individuals, and their sovereignty is 
neither derived from the secular and/or religious centers 
of power but from the acts of binding of these 
individuals. A historical ethnography of one such 
complex located in Asan, Kathmandu for the period 1700 
- 1900 was explored in detail to look at the actions of the 
individuals within that institution so as to model 
characteristics of the Intermediate Government and 
organize social action for the public good today. The 
presentation was followed by Q & A session in which 
very interesting issues were discussed by the 
participants that included visiting professors, IDEC staff 
and Hiroshima University students.
  (Coordinator: Maharjan Keshav Lall)

The 193 rd IDEC Asia Seminar
講師Speaker: 
Jhonamie A. Mabuhay (Professor, Mindanao State 
University, Marawi City, Philippines and Visiting Young 
Researcher, IDEC) 
演題Title: 
Climate Change Impacts and Responses in Iligan City, 
Philippines
日時Date: May 18, 2010
Iligan City. Philippines, is the most industrialized city of 
the South. Like many other parts of the country, Iligan 
City is among the most vulnerable to the impacts of 
climate change. As manifested recently, occurrences of 
extreme climatic events have serious negative impacts to 
the environment and economy of the City. One way to 
adapt to and mitigate climate change is through urban 
forestry and green spaces. A limited assessment in terms 
of the history, current management practices and the 
degree of involvement of the government, citizen and 
private sectors by reviewing existing policies on urban 
green spaces was undertaken. Results showed that there 
were no existing policies regarding urban green spaces 
in Iligan City. In addition, the City has already 
experienced several extreme climatic events such as 
increased temperature, drought, typhoons, cyclones and 
flooding which are the consequences of deforestation, 
forest fragmentation, decreased biodiversity, soil erosion 
and pollution. In response, the Iligan City government 
has proposed the creat ion of  The I l igan City 
Environment Code of 2010.  Also, the civil society 
gathered to participate in many activities such as clean-
up drive, tree planting etc. to help address the concern of 
climate change. The local citizens of Iligan City have 
varying perceptions about the urban green spaces but 
none perceived relations to climate change. Overall, the 
city needs to improve policy making, must include urban 
green areas and forestry in its environment code, do 
more research on how to increase participation from the 
local community, do more awareness drive and 
collaborate with research funders and exchange 
information with other institutions. (Coordinators: 
Kazuhiko Tanaka and Nobukazu Nakagoshi)

The 194th IDEC Asia Seminar
講師Speaker: 
Dr. Ram Manohar Shrestha (Adjunct Professor, Asian 
Institute of Technology (AIT) Pathumthani, Thailand / 
Professor, South Asian Institute of Management (SAIM) 
Lalitpur, Nepal / Visiting Professor, IDEC, Hiroshima 
University)
演題 Title: 
Greenhouse Gas Abatement Potential and Costs of 



8

GRADUATE SCHOOL FOR INTERNATIONAL DEVELOPMENT AND COOPERATION, HIROSHIMA UNIVERSITY

【大学院国際協力研究科】

研究種目 氏名 課題番号 配分額
（直接経費、単位：千円） 研究題目

基盤 A
一般 張　　峻屹 22246068 12,800 市民生活行動学の構築による部門横断型まちづくりのための政策

意思決定方法論の開発
基盤 B
一般 池田　秀雄 20300258 4,700 開発途上国の理数科教員研修カリキュラム開発とその効果に関す

る実証的研究
〃 金子　慎治 22310030 6,200 太陽光発電技術を利用した多元的便益創出型国際協力モデルの構築
〃 外川　昌彦 22310156 4,800 南西アジア地域における宗教紛争と平和構築に関する比較研究

〃 高橋　与志 22330086 3,200 官民連携型の「ものづくり人材」育成支援：タイ・マレーシア裾野
産業の事例

〃 平川　幸子 22330230 2,400 カンボジアの基礎教育における中途退学の要因に関する実証的研究
基盤 B
海外 馬場　卓也 20402066 5,300 開発途上国における理数科リテラシーの開発研究―社会的文脈に

注目して
基盤 C
一般 市橋　　勝 19530240 500 世界経済の構造変化と国際的相互作用に関する実証研究

〃 藤原　章正 20560491 800 コンテクスト応答型警告システムの地区全体への導入効果評価手法

〃 関　　恒樹 21520820 1,100 ネオリベラリズムの時代の資源管理と共同体―フィリピンの海域資
源管理の事例から

若手（A）上杉　勇司 20683001 1,600 破綻国家の再建における国際平和活動の新しい役割と課題

若手（B）近藤　俊明 21780152 600 昆虫体表付着花粉の直接遺伝解析による熱帯林一斉開花におけ
る送粉システムの解明

研スタ 川村　健介 21880030 1,010 ハイパースペクトル計測による牧草の品質診断技術の実利用化に
向けた基礎研究

研スタ 小松　　悟 21810019 930 住民移転による都市化が進む途上国でのエネルギーアクセスに関
する研究

外部資金等受け入れ状況
List of Researches funded by External Institutions

Energy Related Options
日時Date: June 21, 2010
In Dr. Ram Manohar Shrestha’s lecture, he examined the 
potential of reducing CO2 as well as the role of 
renewable and nuclear energy in South Asian Countries. 
He also showed the potential future GHG emissions 
scenarios under the expected socio-economic conditions, 
such as economic growth, population growth and 
industrial changes, and discussed the marginal 
abatement costs for mitigating the GHGs in the selected 
countries. He concluded discussions on the role of 
developing countries in the future climate change 
mitigation.  (Coordinator: Shinji Kaneko)

The 195th IDEC Asia Seminar
講師Speaker: 
Saiful Arif Abdullah (Associate Professor of The National 
University of Malaysia and Visiting Young Research of 
IDEC, Ph.D)
演題Title:
Conservation status of wildlife protected areas in 

Peninsula Malaysia
日時Date: July 13, 2010
Peninsular Malaysia is endowed with diverse ecosystems 
and species of flora and fauna. Some are endemic, rare 
and unique to a particular area. Wildlife protected areas 
are established to conserve and protect diversity and 
uniqueness. The first was established in 1903 and to date 
there are forty wildlife protected areas in the country. 
Many however have been affected by human land use 
activities. This is because of several factors such as 
overlap management, development policy, boundary 
demarcation and others. Unclear definition and no 
systematic categorization of protected area in the 
country are also contributed to the situation. This 
eventually affects their capacity, effectiveness and 
sustainability as protected areas for wildlife and other 
natural resources. (Coordinator: Nobukazu Nakagoshi)
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所属 Affiliation： Kasetsert University　カセサート大学
滞在期間 Duration： 2010/7/1～2010/9/30

［外国人客員研究員 Visiting Researcher］

氏名 Name： Griek Lyckle  グリーク リークレ
出身 Nationality： Netherlands  オランダ
所属 Affiliation： NHL University  NHL 大学
滞在期間 Duration： 2010/4/1～2010/8/1

氏名 Name： Diptiranjan Mahapatra
 ディプティランジャン マハパトラ
出身 Nationality： India  インド
所属 Affiliation： Adani Institute of Infrastructure
 Management  アダニ基盤管理研究所
滞在期間 Duration： 2010/5/9～2010/6/19

氏名 Name： Taufik Djatna  タウフィック ジャトナ
出身 Nationality： Indonesia  インドネシア
所属 Affiliation： Bogor Agricultural University
 ボゴール農業大学
滞在期間 Duration： 2010/5/10～2010/6/11

氏名 Name： Budi Suswanto  ブディ サスワント
出身 Nationality： Indonesia  インドネシア
所属 Affiliation： Sepuluh Nopember Institute of
 Technology　スラバヤ工科大学
滞在期間 Duration： 2010/5/10～2010/6/11

氏名 Name： Fitri Riandini  フィトリ リアンディニ
出身 Nationality： Indonesia  インドネシア
所属 Affiliation： Ministry of Public Works
 インドネシア公共事業省
滞在期間 Duration： 2010/05/10～2010/06/11

氏名 Name： Mohd Hisyam Bin Rasidi
 モハメド ヒスヤム ビン ラシディ
出身 Nationality： Malaysia  マレーシア
所属 Affiliation： Universiti Teknologi Malaysia
 マレーシア工科大学
滞在期間 Duration： 2010/5/17～2010/6/18

氏名 Name： Ismail Said  イズメル サイド
出身 Nationality： Malaysia  マレーシア
所属 Affiliation： Universiti Teknologi Malaysia
 マレーシア工科大学
滞在期間 Duration： 2010/5/17～2010/6/18

氏名 Name： Lay Chanthy  レイ シャンティ
出身 Nationality： Cambodia  カンボジア
所属 Affiliation： Royal University of Phnom Penh
 王立プノンペン大学

滞在期間 Duration： 2010/6/1～2010/7/30

氏名 Name： Saiful Arif Abdullah
 サイフル アリフ アブドラ
出身 Nationality： Malaysia  マレーシア
所属 Affiliation： Universiti Kebangsaan Malaysia
 マレーシア国民大学
滞在期間 Duration： 2010/6/6～2010/7/30

氏名 Name： Souphab Khouangvichit
 スウハブ コウアンビチ
出身 Nationality： Laos  ラオス
所属 Affiliation： National University of Laos
 ラオス国立大学
滞在期間 Duration： 2010/6/14～2010/7/14

氏名 Name： Bibhu Prasad Nayak
 ビブ プラサド ナヤック
出身 Nationality： India  インド
所属 Affiliation： Institute for Social and Economic
 Change　社会経済変革研究所
滞在期間 Duration： 2010/6/21～2010/8/20

氏名 Name： Matthew Beck  マシュー ベック
出身 Nationality： Australia  オーストラリア
所属 Affiliation： University of Sydney　シドニー大学
滞在期間 Duration： 2010/7/1～2010/8/15

氏名 Name： Hyder Mohammed Al-manshi 
 ハイダー ムハマド アルマンシ
出身 Nationality： Iraq  イラク
所属 Affiliation： University of Baghdad
 バグダッド大学
滞在期間 Duration： 2010/6/28～2010/8/24

氏名 Name： 李 偉  リー ウェイ
出身 Nationality： China  中国
所属 Affiliation： ShenYang JianZhu University
 瀋陽建築大学
滞在期間 Duration： 2010/7/1～2010/9/28

採　用　等NewøIDECøctafføøMembersøetc

［教員　Academicøctaff］H0Aヲ4ヲ1夫瘂　採用　東　　修　酋 酋

　HIGAcHI,_samu　Associateø`rofessor　厭　Technology



11

IDEC NEWS LETTER No.28

　担当命　川野　徳幸　准教授 
　KAWANO,Noriyuki　Associate Professor
　平和共生講座　Dept.of Peace and 
　Coexistence

　採用　石原　伸一　特任准教授 
　ISHIHARA,Shinichi　Special Appointment
　Associate Professor
　教育文化講座　Dept.of Educa-
　tional Development and Cultural and Regional Studies

　採用　近藤　俊明　助教 
　KONDO,Toshiaki　Assistant Professor
　開発技術講座　Dept.of Develop-
　ment Technology

　採用　李　漢洙　助教 
　REE,Han Soo　Assistant Professor
　開発技術講座　Dept.of Develop-
　ment Technology

H22.5.1付け
　採用　佐藤　仁志　客員教授 
　SATO,Hitoshi　Visiting Professor
　開発政策講座　Dept.of Development Policy

［事務職員　Administrative Staff］

H22.4.1付け
　配置換　底押　洋治　運営支援グループ主査 
　（財務主担当）
　Transferred　SOKOOSHI,Yoji Chief
　(Finance), General Affairs Group
　（財務・総務室契約グループ主査から）

　配置換　菅原　恵　運営支援グループ主査 
　（国際交流主担当）
　Transferred　SUGAHARA,Megumi
　Chief(International Exchange), General 
　Affairs Group 
　（学術室国際企画連携グループ主査から）

　配置換　宮　秀貴　運営支援グループ主査 
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 Assistant Professor

入学試験のスケジュール
Entrance Examination Schedule

（平成22年 10月及び23年４月入学）
（For October 2010 and April 2011 Enrollment）

7月20日～7月26日 事前審査受付期間（対象者のみ）
8月 2日～8月 6日 願書受付期間
9月 1日～9月 2日 入学試験
9月 9日 合格発表
Jul. 20-26 Application period for preliminary evaluation
Aug. 2-6 Submission of application form
Sep. 1-2 Entrance examination
Sep. 9 Announcement of admission 修
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Graduate School for International Development and Cooperation, Hiroshima Univeristy
739-8529   1-5-1 Kagamiyama, Higashi-hiroshima, Hiroshima, Japan

739-8529　広島県東広島市鏡山 1-5-1 Phone（082）424-6906, 6905, Fax（082）424-6904

http://www.hiroshima-u.ac.jp/idec/index.html

IDEC 広報委員会（2010 年度）
◇ IDEC Public Relations Committee 2010-2011 ; 市橋勝（委員長）ICHIHASHI, Masaru (Chairperson), 中越信和（副委員長）
NAKAGOSHI, Nobukazu(Vice-Chair), 上杉勇司 ,UESUGI, Yuji, 小松悟 , KOMATSU, Satoru, 石原伸一 ISHIHARA, Shinichi（ニュー
ズレター編集担当，Editor), 
編集補助 Editorial Assistance 山岸良馬 , YAMAGISHI, Ryoma

張 峻屹准教授及び力石 真特任助教が財団法人高速道路調
査会「道路と交通論文賞」を受賞（2010.5.26）

IDEC構成員による最近の著書
（2010年1月～6月）

Books Published by IDEC Faculty
（from Jan. to Jun. 2010）

（上杉勇司准教授）
上杉勇司『ワークショップで学ぶ紛争解決と平和構築』、 明
石書店、2010年（共著）

（上杉勇司准教授）
上杉勇司准教授、『平和構築と治安部門改革（SSR）─開
発と安全保障の視点から─』、IPSHU 研究報告シリーズ
No.  45、2010年（共編著）

（小池聖一教授）
筒井清忠編『解明・昭和史』朝日新聞出版、2010年 ( 共
著 )


